
 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準１ 理念・目的

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）研究科の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎学部，学科または課程ごとに，大学院は
研究科または専攻ごとに，人材の養成に関
する目的その他の教育研究上の目的を学則
またはこれに準ずる規則等に定めているこ
と。
◎高等教育機関として大学が追及すべき目
的を踏まえて，当該大学，学部・研究科の
理念・目的を設定していること。
【約５００字】

①「理工学研究科 2017年度教育・研究に関する年度計画書」(2016
年９月作成)（239～240頁）において，「１理念・目的」を掲載して
いる。

② 大学院学則別表４に「人材養成その他の教育研究上の目的」を研
究科・専攻ごとに定めている。

（２）研究科の理念・目的が，大学構成員（教職員及び学生）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等によっ
て，教職員・学生，受験生を含む社会一般
に対して，当該大学・学部・研究科の理
念・目的を周知・公表していること。
【約１５０字】

①「理工学研究科 2017年度教育・研究に関する年度計画書」は，
「１理念・目的」を含め，「合同教授会」で承認しており，本研究
科教職員に周知されている。

② 大学院学則別表４「人材養成その他の教育研究上の目的」は,明
治大学ホームページに公開しており，受験生を含む，社会一般に公
表している。

（３）研究科の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに当た
り，責任主体・組織，権限，手続きを明確
にしているか。また，その検証プロセスを
適切に機能させているか。
【約３００字】

①「教育・研究に関する年度計画書」は，毎年度，執行部が責任主
体となって見直しを行っている。その執行部案を各専攻・系主任で
構成される「総務委員会」，さらに「合同教授会」で確認・承認し
ている。2016年度は７月２日開催の合同教授会で承認され，決定し
た。

② 大学院学則別表４「人材養成その他の教育研究上の目的」を変更
する際には，研究科委員会の審議を経て，大学院委員会，学部長
会，理事会の審議承認を経て改正することとなっている。

発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）研究科として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか

a ●＜教員像と教員組織の編制方針＞
専門分野に関する能力，教育に対する姿勢
等，大学として求められる教員像を明らか
にしたうえで，当該大学，学部・研究科の
理念・目的を実現するために，学部・研究
科ごとに教員組織の編制方針を定めている
か。また，その方針を教職員で共有してい
るか。
【約４００字】

① 求める教員像は，「理工学研究科 2017年度教育・研究に関する
年度計画書」(240頁)「２教員・教員組織」において掲載している。

② 教員組織の編制方針は，「理工学研究科 2017年度教育・研究に
関する年度計画書」(240頁)「２教員・教員組織」において掲載して
いる。

③「求める教員像」及び「教員組織の編制方針」を明記した「教
育・研究に関する長期・中期計画書」を研究科委員会（合同教授
会）で承認することにより，本研究科教職員で共有している。

b ◎＜基準の明文化，教員に求める能力や資
質の明示＞
採用・昇格の基準等において，法令に定め
る教員の資格要件等を踏まえて，教員に求
める能力・資質等を明らかにしているこ
と。
【約１５０字】

① 専任教員の任用・昇格に関しては，明治大学教員任用規程，明治
大学特任教員任用基準，明治大学客員教員任用基準に基づき「明治
大学理工学部・理工学研究科教員任用・昇格審査内規」で定め，明
文化している。なお，任用・昇格の手続きに関しては「理工学部専
任教員推薦内規」で明文化している。

② 任用時の求める能力は，明治大学理工学部・理工学研究科教員任
用・昇格審査内規「第２章」に，昇格については明治大学理工学
部・理工学研究科教員任用・昇格審査内規「第４章」に規定してい
る。

c ◎＜組織的な連携体制と責任の所在＞
組織的な教育を実施する上において必要な
役割分担，責任の所在を明確にしているこ
と。
【約３００字】

　研究科長が研究科委員会の議長として，研究科に関する校務をつ
かさどり，研究科長は学部長を兼ねている。各専攻における専攻会
議（学科会議）及び各専攻から選出された代表者が委員を務める教
学委員会をはじめとした各種委員会を定期的に開催し，役割分担等
について協議・確認している。各委員会での協議結果は専攻主任が
委員を務める総務委員会ならびに全大学院担当者が参加する研究科
委員会（合同教授会）にて審議・承認される。このように責任の所
在は明確である。

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

評価 発展計画

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
改善を要する点・理由
F列の現状から記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。
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評価する項目です。

（２）研究科の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか
教員の編制方針に沿った教員組織の整備

a 　理工学研究科は７専攻（電気工学，機械工学，建築・都市学，応
用化学，情報科学，数学，物理学）から構成されている。
＜博士前期課程＞
大学院設置基準上の必要教員数
　電気工学専攻12名，機械工学専攻13名，建築・都市学専攻12名，
　応用化学専攻7名，情報科学専攻7名，数学専攻7名，
  物理学専攻7名
専任教員数（　 ）は研究指導教員内数
　電気工学専攻  　　26名（26名）　機械工学専攻　28名（28名）
　建築・都市学専攻  29名（29名）　応用化学専攻　15名（15名）
　情報科学専攻　　　13名（13名）　数学専攻　　　14名（14名）
　物理学専攻　　　　14名（14名）

＜博士後期課程＞
大学院設置基準上の必要教員数
　電気工学専攻 ７名　機械工学専攻 ７名　建築・都市学専攻 ７名
　応用化学専攻 ７名　情報科学専攻 ７名　数学専攻 ７名
　物理学専攻　 ７名
専任教員数（　 ）は研究指導教員内数
　電気工学専攻　　　19名（19名）　機械工学専攻　15名（15名）
　建築・都市学専攻　15名（15名）　応用化学専攻　９名（９名）
　情報科学専攻　　　11名（11名）　数学専攻　　　８名（８名）
　物理学専攻　　　　12名（12名）

＜博士前期課程＞
研究指導教員における必要教授数
　電気工学専攻　　　　８名  機械工学専攻　９名
　建築・都市学専攻　　８名　応用化学専攻　４名
　情報科学専攻　　　　４名　数学専攻　　　３名
　物理学専攻　　　　　３名
専任教授数
　電気工学専攻　　　　14名　機械工学専攻　13名
　建築・都市学専攻　　20名　応用化学専攻　８名
　情報科学専攻　　　　10名　数学専攻　　　８名
　物理学専攻　　　　　11名

＜博士後期課程＞
研究指導教員における必要教授数
　電気工学専攻　　　　３名　機械工学専攻　３名
　建築・都市学専攻　　３名　応用化学専攻　３名
　情報科学専攻　　　　３名　数学専攻　　　３名
　物理学専攻　　　　　３名
専任教授数
　電気工学専攻　　　　14名　機械工学専攻　13名
　建築・都市学専攻　　12名　応用化学専攻　８名
　情報科学専攻　　　　10名　数学専攻　　　８名
　物理学専攻　　　　　11名

◎当該大学・学部・研究科の専任教員数
が，法令（大学設置基準等）によって定め
られた必要数を満たしていること。特定の
範囲の年齢に著しく偏らないように配慮し
ている
（設置基準第７条第３項）
【約４００字】
※現在数とは，2017年５月１日現在の数値
です。
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」），専攻別に説明する。
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評価する項目です。

ｂ◎『教員組織の編制方針』と教員組織の編
制実態は整合性がとれているか。
【６００～８００字】

　開設科目総数に占める専任教員の担当科目の比率（専兼比率）
は，授業報告伝票ベースで93％となっている。
　演習科目は100％専任教員が担当している。

　建築学専攻では，国
際的視野に立った教育
を実行するために特任
教員を任用しており，
多国籍学生を対象にし
た教育の多様化が図ら
れている。

　国際性豊かな教育を
維持するための教員任
用計画を2017年度中に
取りまとめ，研究科と
して引き続き特任教員
の任用を後押しする。

　　客員教員を９名（教授９名)を任用している。
　客員教員はすべて連携大学院の所属であり，近年の学際的研究推
進に対応する新しい形の研究者育成に対応している。

教員組織を検証する仕組みの整備

a ●教員組織の適切性を検証するにあたり，
責任主体・組織，権限，手続を明確にして
いるか。また，その検証プロセスを適切に
機能させ，改善につなげているか。
【６００～８００字】

　学部・研究科の執行部により教員・教員組織の検証を行い，検証
結果を「学部教員任用計画」と「教育・研究に関する年度計画書」
に執行部(案)としてまとめ，合同教授会で承認している。具体的に
は，単年度計画は，学部の将来構想や必要な授業科目の検証と合わ
せて，補充・増員すべき教員の主要科目，資格を検証し，次年度の
「学部教員任用計画」に反映させている。また，長期・中期計画は
自己点検・評価結果を参考として，教員・教員組織の検証を行い，
その編制方針の見直しを行い，「教育・研究に関する年度計画書」
に反映させている。
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（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか

a ●＜規定に沿った教員人事の実施＞
教員の募集・採用・昇格について，基準，
手続を明文化し，その適切性・透明性を担
保するよう，取り組んでいるか。
【４００字】

① 任用・昇格については「明治大学理工学部・理工学研究科教員任
用・昇格審査内規」に基づき審査している。
　教員任用に関しては公募募集しており，教員資格条件は研究業績
や教育業績等の評価に加えて私立大学の現状や課題に理解があるこ
とが挙げられる。さらに，授業科目と教員の適合性を各学科で判断
し，総務委員会・合同教授会の承認の下各学科の教員によって構成
される専任教員選考委員会(人事選考委員会)で審議され，審査報告
書を基に総務委員会・合同教授会で審議し合同教授会での投票によ
り決定する。
　教員昇格に関しては，各学科からの依頼を受けて総務委員会・合
同教授会の承認の下各学科の教員によって構成される専任教員選考
委員会(人事選考委員会)で審議され，審査報告書を基に総務委員
会・合同教授会で審議し合同教授会での投票により決定する。

② 2016年度には，専任教員３名（教授１名，准教授２名）を任用
し，９名（准教授から教授）の昇格を行った。

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか
教員の教育研究活動等の評価の実施

a ●教員の教育研究活動の業績を適切に評価
し，教育・研究活動の活性化に努めている
か。
【４００字】

① 教育活動の業績評価について，独自に教育貢献賞を制定し（2006
年７月），「理工学部・理工研究科教育貢献賞に関する内規」に基
づき，質の高い特色ある授業等を展開している教員に対して表彰を
行っている。2016年度は，機械工学専攻および建築学専攻から各１
名の教員が表彰を受けた。
② 研究活動の業績評価について，研究委員会では，「理工学部研究
報告」を発行しており，査読を行っているため，質の高い論文の投
稿がなされている。さらに，同委員会では所属する教員の申請を受
け付け，それぞれの研究を評価し，研究スペース・大型機器予算の
配分等を行うことで研究活動の活性化に努めている。

大型機器予算の獲得が
困難となってきている
ため，理工学部・理工
学研究科全体で予算獲
得に向けた方策を検討
する必要がある。

大型予算獲得に向けた
戦略的方策の検討を研
究委員会を中心に継続
的に行う。
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教員の資質向上のための研修・諸活動（ＦＤ）の実施状況とその有効性
●教育研究，その他の諸活動（※）に関す
る教員の資質向上を図るための研修等を恒
常的かつ適切に行っているか。
※社会貢献，管理業務などを含む『教員』
の資質向上のための活動を指します。
※『授業』の改善を意図した取組みについ
ては，「基準４」（３）教育方法で評価す
る。
【６００～８００字】

2016年度は,教員としての資質向上の機会として以下の講演会,研究
交流会等を実施した。
○ＦＤ講演会 2016年度実績：３回（４月22日,10月21日,
   11月25日）
 １.「大学における授業実施方法」教員44名
 ２.「障害者差別解消法について学ぶ」教員51名
 ３.「理工学部におけるアクティブ・ラーニングの実践例に
      ついて」教員88名
○研究交流会「生田サロン，学部内の研究交流，人的交流を通じて
   研究と教育の活性化」
  ［１回目:2016年７月８日］
   (機械工学科教員)：「身近な難問,乱流」
   (応用化学科教員)：「分子が作る幾何学模様」25名
  ［２回目:2016年12月16日］
   (電気電子生命学科教員)：「電気をキレイにする－電気にも
   品質がある？－」
   (機械工学科教員)：「折り紙の工学応用－折り紙は役に立つ？
   －」25名

○安全・教育講習会「薬品講習」(５名)「高圧ガス講習」(５名)
 「エックス線講習」(４名)：安全教育（内は出席者数）
○夏休み科学教室「地元の子供たちに科学技術の楽しさを教える」
   2016年８月４日，教員40名，学生アルバイト153名，参加者271名
 （保護者同伴者224名），地域貢献
○CITI JAPAN 大学院倫理教育，実施率92％
○新任教員研修（教務部主催），毎年春・夏の年２回，授業改善
○「明治大学理工学部動物実験に関する要綱及び同委員会内規の
　 制定」，環境保全・安全確保
○大学院教育懇談会（大学院主催），2016年４月「大学院生の
　指導について（学生相談室の視点から）」「大学における教育・
　研究と著作権」，理工執行部３名，兼任・特任・客員・新任７
　名，学生の理解・著作権の理解
〇2016年７月に大学交流に関する包括協定を締結した聖マリアンナ
  医科大学と研究交流を目的とした共同研究会を2016年５月14日に
  実施，教職員および院生107名が参加した。

　動物実験に関する要
綱を制定し，動物実験
を適正に行うために必
要な事項を整備した。

　他大学との研究交流
として聖マリアンナ医
科大学との共同研究会
を開催し，共同研究を
含む研究交流を促進し
た。

　ヒトを対象とした実
験に対しても規定の整
備・教育を行う。

　研究交流を目的とし
た共同研究会を継続的
に実施し，共同研究を
通じて研究領域の拡大
や研究活動の促進を行
う。

ｂ



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準４ 教育内容・方法・成果 １．教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に基づき学位授与方針を明示しているか

a ◎理念・目的を踏まえ，学部・研究科ごと
に，課程修了にあたって修得しておくべき
学習成果，その達成のための諸要件（卒業
要件・修了要件）等を明確にした学位授与
方針を設定していること。
【約８００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」）に説明する。なお，設置している専
攻やコースによって違いがある場合はその
内容も明記する。

① 教育目標として大学院学則別表４に「人材養成その他教育研究上
の目的」を定めている。

②「課程修了にあたって修得しておくべき学習成果」と「その達成
のための諸要件」を明確にした「学位授与方針」を，博士前期・後
期課程別々に目指すべき人材像，具体的到達目標として研究科委員
会（合同教授会）において定めている。

（２）教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか

a ◎学生に期待する学習成果の達成を可能と
するために，教育内容，教育方法などに関
する基本的な考え方をまとめた教育課程の
編成・実施方針を，学部・研究科ごとに設
定していること。
【約６００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」）に説明する。なお，設置している専
攻やコースによって違いがある場合はその
内容も明記する。

　学位授与方針に示した修得すべき学習成果を達成するために，教
育内容や教育方法の基本的考え方を明らかにした理工学研究科の
「教育課程の編成・実施方針」を，博士前期・後期課程別々に研究
科委員会（合同教授会）において定めている。

（３）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針が，大学構成員（教職員及び学生等）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等によっ
て，教職員・学生ならびに受験生を含む社
会一般に対して，学位授与方針，教育課程
の編成・実施方針を周知・公表しているこ
と。
【約１５０字】

① 教職員については，大学院便覧（14～15頁）で公開している。さ
らに，専攻会議を通じて専攻ごとに知らされることにより全教員に
周知徹底されている。

② 学生についても，在学生に配付する大学院便覧（14～15頁）にお
いて明示し，毎年公表されている。さらに，新入生には年度初めの
ガイダンスで説明している。

③ 社会一般への公表は，研究科ホームページにおいて教育目標・学
位授与方針・教育課程の編成・実施方針を掲載している。

（４）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●教育目標，学位授与方針および教育課程
の編成・実施方針の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続を明確
にしているか。また，その検証プロセスを
適切に機能させ，改善につなげているか。
【約４００字】

　教育目標，学位授与方針及び教育課程編成・実施方針の検証プロ
セスは，まず，「自己点検・評価委員会」にて行われる。その後検
討の必要性がある場合は，理工学部・理工学研究科執行部で執行部
(案)を作成し，「教学委員会」「総務委員会」「研究科委員会（合
同教授会）」で審議され，承認後に発令されることになる。なお，
「自己点検・評価委員会」は１年に３回程度定期的に行われ，委員
会での活動を合同教授会で報告している。科学技術の進歩によって
社会から期待される理工学分野の高度専門職業人の定義は常に変化
するため，新たな人材育成の教育課程についての議論を行ってい
る。
　2016年度は，2017年１月13日の教授会で変更しないことを確認し
た。

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育課程の編成方針に基づき，授業科目を適切に開設し，教育課程を体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を開設し
ていること。
【３００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」），専攻別に説明する。

　理工学研究科では，自然の法則と数理の構造を理解し，それらを
応用して，人類が継続的に発展し，幸せに生きることを実現する，
すなわち，理と工の融合を目指して次の７つの専攻（系）を設置し
ている。
　・電気工学専攻・機械工学専攻・建築・都市学専攻（建築学系，
国際建築都市デザイン系，総合芸術系）・応用化学専攻・情報科学
専攻・数学専攻・物理学専攻

＜博士前期課程＞
　建築・都市学専攻「国際建築都市デザイン系」は英語で授業を
行っている。2015年度に「ＪＡＢＥＥ」及び「ＵＮＥＳＣＯ/ＵＩ
Ａ」によるプログラムの認定を受けている。
　2017年度の総開設科目数は750科目，主要科目は458科目，特修科
目は286科目，専攻共通科目６科目である。

＜博士後期課程＞
　電気工学専攻・機械工学専攻・応用化学専攻では，研究者として
の人材育成やキャリアパスにつながる科目として「プロジェクトマ
ネジメント」をコースワークとして開講している。
　建築・都市学専攻・情報科学専攻・数学専攻・物理学専攻におい
ては，後期課程には科目を開設していない。
　研究の遂行に必要な前期課程科目の履修を促す（コースワーク）
と同時に，研究指導を受けながら主要科目（リサーチワーク）を実
施している。

b ◎コースワークとリサーチワークを適切に
組み合わせ，教育を行っていること。【修
士・博士】
【２００～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」），専攻別に説明する。

＜博士前期課程＞
　修了に必要な単位：
・ 30単位（電気工学，機械工学，建築・都市学，情報科学専攻，数
学専攻，物理学専攻）
　　内訳：コースワーク18単位とリサーチワーク12単位
・ 34単位（応用化学専攻）
　　応用化学専攻：コースワーク18単位，リサーチワーク16単位

＜博士後期課程＞
　修了に必要な単位：
　　２単位（電気工学専攻，機械工学専攻，応用化学専攻）
　　内訳：コースワーク２単位
　
　専攻再編を行った建築・都市学専攻，情報科学専攻，数学専攻，
物理学専攻は博士前期課程設置科目をコースワークの科目として履
修することは可能であるが，必修ではないため，全ての学生が履修
しているわけではない。

<博士後期課程>
　コースワークの科目
を履修することは可能
であるが，必修ではな
いため，全て学生が履
修しているわけではな
い。全ての学生が履修
するコースワーク科目
の設置が課題である。

<博士後期課程>
 2017年度から電気工
学専攻，機械工学専
攻，応用化学専攻で
コースワーク科目「プ
ロジェクトマネジメン
ト」を必修科目として
開講した。
　2017年度は，専攻再
編に係った建築・都市
学専攻，情報科学専
攻，数学専攻，物理学
専攻について2018年度
からのコースワーク科
目導入を検討する。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）

c ●教育課程の編成実施方針に基づいた教育
課程や教育内容の適切性を明確に示してい
るか。（学生の順次的・体系的な履修への
配慮）
【約４００字】

＜博士前期課程＞
　理工学研究科では，主要科目（リサーチワーク）ごとの履修モデ
ルをホームページ上に公開し，リサーチワークと特修科目（コース
ワーク）の構成が示されている。また，学生の研究テーマごとに指
導教員が２年間の履修計画を確認し，リサーチワークとコースワー
クの適切性を管理している。順次的・体系的な履修への配慮につい
ては，１年次では論文作成に関する指導を受けながら，既往研究に
関する文献調査等を行い，研究報告会において討論を深めつつ研究
テーマの絞り込みを行う。さらに，原則として科目を18単位以上取
得することを必要としている。２年次の主要科目（リサーチワー
ク）では，１年次の総括を踏まえ，必要に応じて研究計画の見直
し・修正を行う。継続して研究テーマの報告会を実施し，論文の提
出に向けて研究の進捗状況を確認するとともに研究内容に対する
フィードバックを行う。

＜博士後期課程＞
　順次的・体系的な履修への配慮については，１年次は修士論文の
内容を吟味しつつ，研究の独創性，学術的意義を確認し，具体的な
研究テーマを決定する。その後，速やかに研究に着手し，指導教員
との連絡をもとに成果を蓄積していく。合わせて，研究の遂行に必
要と判断した科目を履修する。２年次は１年次の研究経過を踏ま
え，必要に応じて研究計画の見直し・修正を行う。学位論文の提出
に向けて研究の進捗状況を確認し，指導教員との綿密な議論を研究
内容にフィードバックしていく。３年次はこれまでの研究を総括し
つつ，研究業績及び成果をまとめ，指導教員の推薦を経て，学位請
求書を提出する。

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性

d ●教育課程の適切性を検証するにあたり，
責任主体・組織，権限，手続を明確にして
いるか。また，その検証プロセスを適切に
機能させ，改善につなげているか。
【約４００字】

＜課程共通＞
① 教育課程の検証プロセスは，カリキュラムの見直しを社会や学生
のニーズに合わせつつ各専攻の専任教員による専攻会議での検証を
基に毎月開催される「教学委員会」に提案することにより，全専攻
で審議を行っている。今後も引き続き理と工の融合に関わる領域横
断的なカリキュラムを編成，実践していき，教育の質を低下させな
いための取組みとして新たなカリキュラムの方向性を打ち出してい
く。

② 2016年度は，2017年度から始まる「理工学研究科専攻再編」に向
けて，カリキュラムや定員の見直しを行った。



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき，各課程に相応しい教育内容を提供しているか
特色ある教育プログラムの内容とその効果（当該学部等固有のプログラムやＧＰ採択事業など）

a ●研究科の特色，長所となるプログラムが
編成されているか。
【２００字～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」），専攻別に説明する。

＜課程共通＞
○「他大学大学院の科目を履修できる制度」
・大学院特別聴講生（単位互換）制度
・大学院数学連絡協議会（11大学）,2016年度,学生１名受入れ
・広島大学大学院理学研究科との協定
・龍谷大学大学院理工学研究科との協定
・静岡大学大学院自然科学系教育学部との協定（博士後期課程）
・首都大学院コンソーシアム

○「連携大学院方式による研究機関等との教育研究協定」
　以下のとおり，大学院学生１名の研究指導を依頼している。
・国立研究開発法人産業技術総合研究所（１名）
・ＮＴＴ物性科学基礎研究所
・国立研究開発法人海洋研究開発機構
・国立研究開発法人物質・材料研究機構
・国立研究開発法人理化学研究所
・神奈川県産業技術センター

研究科間等における国際的な教育交流の内容とその効果　（学部間協定，短期海外交流など）

b ●研究科の特色，長所となる国際化プログ
ラムが編成されているか。
【２００字～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」），専攻別に説明する。

○本研究科独自の海外交流
　2009年度以降，11大学12学部(2016年３月末現在）と協定を締結し
ている。そのうち９学部（８大学）と交換留学を含む覚書を締結し
ており，2016年度は，３名派遣，４名受入した。

○日本学生支援機構留学生交流支援制度に採択された大学院
　学生交流
［2016年度］
　・ハワイ大学・パリ国立建築大学ラヴィレット校共同建築・都市
　　デザインワークショップ派遣プログラム，２１名派遣
　・学部間協定に基づくタイ国チュラロンコン大学との共同建築・
　　都市デザインワークショップDEXへの派遣プログラム，12名派遣
　・アセアンセンター国際デザインワークショップ派遣プログラム,
　　９名派遣

○トビタテ！留学Japanプログラムの派遣学生数
　第４期（2016年度）　３名
　第５期（2016年度）　３名



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育方法及び学習方法は適切か
教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目，演習科目，実験実習科目，校外学習科目等）との整合性

ａ◎当該学部・研究科の教育目標を達成する
ために必要となる授業の形態を明らかにし
ていること。
【約２００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」）に説明する。なお，設置している専
攻やコースによって違いがある場合はその
特徴も明記する。

＜博士前期課程＞
① 「講義科目」は，特修科目群や共通総合科目群などで採用してお
り，210科目（コマ）を開講している。

②「演習科目」は，研究指導を目的とした主要科目や実践的な知識
等の獲得を目的とした科目で採用されており，918科目（コマ）を開
講している。

③「実習科目」は，インターンシップ等を単位化している。

●教育課程の編成・実施方針に基づき，各
授業科目において適切な教育方法を取って
いるか。
【約４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」）に説明する。なお，設置している専
攻やコースによって違いがある場合はその
特徴も明記する。

＜博士前期課程＞
　大学院学生は専修科目を選択したうえで指導教員を選択する。指
導教員は日常的に大学院学生の研究指導を行い，特修科目選択の助
言を行う。なお，学内及び研究室内に設置された研究推進に必要な
実験装置，分析装置等を大学院学生が利用する場合は，その操作方
法・結果の解析方法を指導教員から教授される。さらに，学術フロ
ンティア等の大型プロジェクトの場合は，専攻の枠を超えて装置の
操作方法や結果の解析方法の指導を受ける。一例として，過去の大
型プロジェクトで設置された振動実験解析棟であれば，その実験施
設を担当している教員と建築学専攻及び機械工学専攻の大学院学生
がグループ（振動懇談会）を結成し，講習会を実施するなど情報交
換を行っている。他にも様々な研究グループがあり，これらには博
士後期課程の大学院学生も参加している。このようにすべての大学
院学生は研究分野・テーマごとに研究室単位以上で，場合によって
は複数の研究グループに参加し，研究を推進しながら修士論文を作
成している。

b

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

＜博士後期課程＞
　大学院学生は専修科目を選択したうえで，指導教員を選択する。
指導教員は，日常的に大学院学生の研究指導を行う。さらに，研究
推進に必要な学内及び研究室内に設置された実験装置，分析装置等
を大学院学生が利用する場合は，その操作方法・結果の解析方法を
指導教員から教授される。さらに，学術フロンティア等の大型プロ
ジェクトの場合は，専攻の枠を超えて装置の操作方法や結果の解析
方法の指導を受ける。また，ほぼすべての大学院学生は研究者養成
型の助手を兼務しており，自身の研究以外の時間を学部生の指導に
充てている。このことは，自身の研究を客観的に見つめなおす機会
を得るというだけでなく，大学教育においてキャリアを積むという
経験が将来のキャリアアップにつながるという考えの下で実施され
ている本学の特色ある制度の有効な活用となっている。このように
すべての大学院学生は研究分野・テーマごとに研究室単位以上で，
場合によっては複数の研究グループに参加し，博士前期課程の学生
と一緒になって研究を推進しながら，国内外での学会発表を経て，
学位論文を作成している。

学習指導・履修指導（個別面談，学習状況の実態調査，学習ポートフォリオの活用等）の工夫

c ●履修指導（ガイダンス等）や学習指導
（オフィスアワーなど）の工夫について，
また学習状況の実態調査の実施や学習ポー
トフォリオの活用等による学習実態の把握
について工夫しているか。
【約２００字～４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」）に説明する。なお，設置している専
攻やコースによって違いがある場合はその
特徴も明記する。

＜博士前期課程＞
　指導教員は「修士学位取得のためのガイドライン」に沿って大学
院学生の学位取得までの指導を行う。大学院学生は，１年次の初め
に履修計画書を作成し２年間の履修及び研究の計画を立て，毎週，
指導教員と直接面談して研究の進捗状況を報告するとともに，次の
段階へ進めるための助言を受ける。専攻毎に時期は異なるが，すべ
ての専攻が専攻毎に中間審査会を設定している。これは，学生同士
で研究の進捗状況を確認することによって，学生自身で研究を推進
する意識を高められる工夫となっている。

＜博士後期課程＞
　指導教員は「博士学位取得のためのガイドライン」に沿って大学
院学生の学位取得までの指導を行う。毎週，大学院学生は指導教員
と直接面談して研究の進捗状況を報告するとともに，次の段階へ進
めるための助言を受ける。博士後期課程における研究指導方法は，
上述の研究指導方法と合わせて，学会発表に力を入れている。原則
として年度に１回以上の国内外での学会発表を義務づけ，自身の研
究の発表だけでなく，最新の研究の情報収集にあたることも務める
よう指導している。

b



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（修士・博士課程）研究指導計画に基づく研究指導・学位論文作成指導

d ◎研究指導計画に基づく研究指導，学位論
文作成指導を行っていること（修士・博
士）。
【４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」）に説明する。なお，設置している専
攻やコースによって違いがある場合はその
特徴も明記する。

＜博士前期課程＞
　博士前期課程における具体的な研究指導方法は次のとおりであ
る。大学院入学時に各学生に対する主指導教員１名を定め，主要科
目（リサーチワーク）科目の研究テーマを定めるとともに，コース
ワーク科目の履修指導を行う。さらに基礎理工学専攻(数学系)にお
いては，副指導教員制を実施しており，副指導教員を選抜する。学
期期間中において指導教員は週1回程度の割合で主要科目の研究報告
を受け，結果を議論するとともに研究方針を指導する。必要があれ
ば随時研究指導を行う。大学院学生は1年次修了時に研究の総括を行
い指導教員に報告する。指導教員はその結果を踏まえて成績評価を
行うと同時に２年次の研究方針を指導する。１年次終了時には多く
の専攻では中間審査会を開催し，複数教員による研究審査を実施し
ているため，指導教員は大学院学生のプレゼンテーションに関する
指導を行う。
　学位取得までには，２年次年度の12月(1)に学位審査の登録，同２
月中旬に学位申請論文３冊の提出，同２月下旬に専攻毎に学位論文
審査会での審査というプロセスとなっている。2016年度の修士論文
提出率は，94.0％であり，指導教員はこれら審査手続きが滞りなく
進むように適切な指導・助言を行っている。

＜博士後期課程＞
　各指導教員が研究の進捗状況を確認しているが，研究科としての
規定がないため，各教員が独自に評価している。

＜博士後期課程＞
　指導教員による研究
の進捗状況を確認する
規定を研究科として検
討する必要がある。

＜博士後期課程＞
　研究の進捗状況を確
認する規定を教学委員
会を中心に検討する。



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか

ａ◎授業の目的，到達目標，授業内容・方
法，1年間の授業計画，成績評価方法・基
準等を明らかにしたシラバスを，統一した
書式を用いて作成し，かつ，学生があらか
じめこれを知ることができる状態にしてい
ること。
【約３００字】

＜博士前期課程＞
　シラバスは全研究科統一様式に従って，授業の概要・到達目標，
各回の授業内容，履修上の注意，準備学習の内容，教科書，参考
書，成績評価の方法が明記されている。シラバスは「教学委員会」
が編集の責任主体となっており，各教員に全学部統一書式での執筆
を依頼している。内容に関しての点検は学部の教学に関することを
審議する教学委員会の委員が点検しており，必要があれば修正をか
けている。なお，シラバスはＷＥＢサイト及び学生向けポータル
ページ（通称：Oh-o! Meijiシステム）で学生に周知されている。主
要科目の授業内容について，半年間ごとの履修計画のみ掲示されて
いるが，学生の研究内容に沿って研究指導が行われる。

＜博士後期課程＞
　博士後期課程では，研究指導が中心となっており後期課程での科
目の設定がなされていない。しかしながら，指導教員と協議したう
えで博士前期課程の特修科目，他研究科科目及び他大学院科目が履
修できるようになっており，こうした科目のシラバスはホームペー
ジ及び学生向けポータルページ（通称：Oh-o! Meijiシステム）で学
生に周知されている。

ｃ●単位制の趣旨に照らし，学生の学修が行
われるシラバスとなるよう，また，シラバ
スに基づいた授業を展開するため，明確な
責任体制のもと，恒常的にかつ適切に検証
を行い，改善につなげているか。
【約４００字】

　シラバスは「教学委員会」が編集の責任主体となっており，各教
員に全研究科統一書式での執筆を依頼している。検証については各
専攻の教学委員が行い，内容に補足が必要な場合は教学委員を通じ
て依頼し，補筆を行っている。

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか
ａ◎授業科目の内容，形態等を考慮し，単位

制度の趣旨に沿って単位を設定しているこ
と。（成績基準の明示，（研究科）修士・
博士学位請求論文の審査体制）
【約２００字】

① 成績評価についてはＧＰＡ制度を導入しており，成績評価基準に
ついては便覧に明記している。

② 論文審査については，課程別に次のとおりである。

＜博士前期課程＞
　修士学位請求論文については，「明治大学学位規定」に則り，主
査である指導教員に他２名の副査を加えた計３名により審査してい
る。

＜博士後期課程＞
　博士学位請求論文の評価については，主査１名，副査２名以上に
より「理工学研究科 学位請求論文の取扱いに関する内規（課程博
士）」に従って審査を行い，研究科委員会において合否判定の投票
を行っている。



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか

a ◎教育内容・方法等の改善を図ることを目
的とした，組織的な研修・研究の機会を設
けていること。
【約４００字】

○生田サロン
　年に３回程度開催，各教員のリサーチワーク（主要科目）を充実
　させる情報交換の場として研究委員会が主催する理工学研究科研
　究交流会を実施。
　2016年度は２回開催し，計４名の教員が発表を行い，交流を
  図った。

ｃ●教育内容・方法等の改善を図るための責
任主体・組織，権限，手続プロセスを適切
に機能させ，改善につなげているか。
【約４００字】

　教育内容等については，各専攻・系の会議にて検討され，カリ
キュラム等に変更がある場合は「教学委員会」に提案され，承認さ
れる手続きとなっている。



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか

b ●学位授与にあたって重要な科目（基礎
的・専門的知識を総合的に活かして学習の
最終成果とする科目，卒業論文や演習科目
など）の実施状況。
●学習成果の「見える化」（アンケート，
ポートフォリオ等）に留意しているか。
【約４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」）に説明する。

　本研究科の学位請求論文については専門的な知識のみならず科学
技術の役割を社会とのかかわりの中で捉える広い視野を持ち，境界
領域や新しい分野にも積極的に挑戦できる活力ある人材を養成する
という研究科の教育目的に沿った質の高いものである。

＜博士前期課程＞
　2016年度の学位授与率は博士前期課程で90.6％で，おおむね修業
年限内に修了している。2016年度の修了生の94.5%が就職，3.6%が進
学をしている。修了生の就職は，各専攻の専門に関連した電気，機
械，建築，化学，情報の各分野や教員，公務員と多岐にわたり，幅
広い分野において活躍できる高度職業人を育成するという本研究科
の目的と合致している。

●学位授与率，修業年限内卒業率の状況
●卒業生の進路実績と教育目標（人材像）
の整合性があるか。
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」）に説明する。

＜博士後期課程＞
　2016年度の学位授与率は博士後期課程で65.2％である。
　2016年度の修了生の就職先は，「民間企業８名，教員１名，その
他６名」となっている。

c ●学生の自己評価，卒業後の評価（就職先
の評価，卒業生評価）を実施しているか。
【約４００字～６００字】

　学生の自己評価については，博士前期課程修了者を対象に，修了
者アンケートを実施している。2016年度は2017年２月に実施し，202
名の回答を得ており，学位授者の61.2％の回答率であった。修了後
卒業後の評価等は実施していない。
 アンケートは厚生労働省の「教育訓練給付制度」指定講座として義
務付けられている授業実施状況に係るアンケート調査を用いてい
る。学生が受講した授業，学位論文作成および研究指導について，
学生の評価を確認することが出来る。また，自由記述欄が設けられ
ており学生の意見を吸い上げる場ともなっている。

アンケートの結果は，
研究科として承知し，
内容の確認はしていた
が，その結果を各教員
が把握していなかった
ので，各専攻にフィー
ドバックする方法に改
善が必要である。

アンケートの結果は，
今年度から総務委員会
を通じて全専攻に
フィードバックし，各
教員へ周知する。この
結果の活用方法につい
ては，各専攻で議論す
る。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）学位授与（卒業・修了判定）は適切に行われているか

a ◎卒業・修了の要件を明確にし，履修要項
等によってあらかじめ学生に明示している
こと。
◎（研究科）学位授与にあたり論文の審査
を行う場合にあっては，学位に求める水準
を満たす論文であるか否かを審査する基準
（学位論文審査基準）を，あらかじめ学生
に明示すること。
【約２００字】

＜博士前期課程＞
　学位取得のための要件は，大学院便覧に明示すると同時に，「修
士学位取得のためのガイドライン」として大学院シラバスや研究科
ホームページで公表している。本ガイドラインでは，学位請求まで
のプロセス，修士論文に求められる要件（論文審査基準），学位審
査の概要等を明示している。

＜博士後期課程＞
　学位取得のための要件は，大学院便覧に明示すると同時に，「博
士学位取得のためのガイドライン」として大学院シラバスや理工学
研究科ホームページで公表している。本ガイドラインでは，学位請
求までのプロセス，博士論文に求められる要件（論文審査基準），
学位審査の概要等を明示している。

b ●学位授与にあたり，明確な責任体制のも
と，明文化された手続きに従って，学位を
授与しているか。
【約６００字】

※　課程別(「博士前期課程」「博士後期
課程」）に説明する。なお，設置している
専攻やコースによって違いがある場合はそ
の特徴も明記する。

＜博士前期課程＞
　修士学位を請求しようとする大学院学生は，指導教員の指導を受
け論文を作成し，学位請求申請の予備登録を行う。予備登録を受け
て各専攻会議は主査および副査２名の論文審査委員と面接試問の日
時を決定する。論文審査委員は学位請求論文を査読し，面接審査に
おいて試問を実施する。その後，論文審査委員は修士論文の審査基
準に沿って厳格に論文を評価する。各専攻では，論文審査委員の評
価結果を集計し，論文審査報告書を作成する。さらに，本論文審査
報告書を総務委員会，合同教授会で審議の後，学位請求論文の合否
を決定し，修士学位を授与する。

＜博士後期課程＞
　博士学位を請求しようとする大学院学生は，指導教員の指導を受
け，学位請求書及び学位請求論文を提出する。学位請求を受けて各
専攻会議は指導教員及び審査論文の内容に関連ある科目の２名以上
の教員を審査委員として推薦し，総務委員会に付議する。総務委員
会では，専攻主任より学位請求者，論文提出要件及び論文説明会日
程の提案を受け，承認し，論文説明会を公示する。大学院学生は，
審査委員同席で論文説明会を実施する。その結果を受け，専攻主任
は総務委員会で学位論文の受理を提案し，研究科委員会で受理の可
否を決定する。
　論文審査委員は学位請求論文を査読し，面接試問及び最終試験を
実施し，厳格に内容を審査した上で，審査報告書を作成する。研究
科委員会で主査が審査結果を報告し，投票によって学位請求論文の
合否を決定する。



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生の受け入れ方針を明示しているか（「ＡＰ」の全文記述は不要です）
「求める学生像」と「当該課程に入学するにあたり，習得しておくべき知識等の内容・水準」の明示

a ◎理念・目的，教育目標を踏まえ，求める
学生像や，修得しておくべき知識等の内
容・水準等を明らかにした学生の受け入れ
方針を，学部・研究科ごとに定めているこ
と。
◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等によっ
て，学生の受け入れ方針を，受験生を含む
社会一般に公表していること。
【約４００字】

① 理工学研究科の課程別に入学者の受入方針を定めている。なお，
求める学生像として博士前期課程では「自然科学や人文・社会分野
における基礎的な教養を身につけた，論理的な思考力と強い探究心
をもって理工学の発展に寄与することを希望する意欲ある学生」と
し，博士後期課程は「専門分野の研究活動を深化させる強い探究心
を備え，自ら課題を発見し，それを積極的に解決していく意欲に溢
れる学生」とし，修得しておくべき知識等の内容・水準を博士前期
課程と，博士後期課程でそれぞれ明示している。

② 入学者の受入方針の公表について大学ホームページ，大学院便
覧，履修の手引き，大学院ガイドブック及び大学院学生募集要項に
掲載し，受験生を含む社会に幅広く公表している。

（２）学生の受け入れ方針に基づき，公正かつ適切に学生募集及び入学者選抜を行っているか

a ●学生の受け入れ方針と入学者選抜の実施
方法は整合性が取れているか。（公正かつ
適切に入学者選抜を行っているか。
【約８００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」）に説明する。

＜博士前期課程＞
「一般入学試験（Ⅰ期・Ⅱ期）」「社会人特別入学試験（Ⅰ期・Ⅱ
期）」「外国人留学生入学試験（Ⅰ期・Ⅱ期）」「飛び入学試験
（Ⅱ期）」「国際建築都市デザイン系渡日前入試（Ⅰ期・Ⅱ期）」
「学内選考試験」「秋季入試」を行っている。

＜博士後期課程＞
「一般入学試験（Ⅰ期・Ⅱ期）」「社会人特別入学試験（Ⅰ期・Ⅱ
期）」「外国人留学生入学試験（Ⅰ期・Ⅱ期）」「秋季入試」を実
施している。

発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価

（３）適切な定員を設定し，入学者を受け入れるとともに，在籍学生数を収容定員に基づき適切に管理しているか
収容定員に対する在籍学生数比率の適切性

a ◎部局化された大学院研究科や独立大学院
などにおいて，在籍学生数比率が1.00であ

る。（修士・博士・専門職学位課程）
【約２００字】

※課程別(「博士前期課程」「博士後期課
程」）に説明する。

※　2017年５月１日現在の数値
＜博士前期課程＞
収容定員723名に対し，2017年度の在籍学生数は698名であり，収容
定員に対する在籍学生数比率は0.97である。
　また，専攻別にみるととおりである。
　専攻名 収容定員（名），在籍学生数（名），比率（倍）
　電気工学専攻　　 157，169，1.08
　機械工学専攻　　 163，150，0.92
　建築・都市学専攻  80， 82，1.03
　応用化学専攻　　  80， 90，1.13
　情報科学専攻　　  40,  35, 0.88
　数学専攻　　　　  15,   8, 0.53
　物理学専攻　　　  16， 13, 0.81
　建築学専攻　　  　76,  70, 0.92
　基礎理工学専攻　  61,  57, 0.93
　新領域創造専攻　  35,  23, 0.66

博士前期課程，博士後
期課程ともに充足率の
低い専攻がある。各専
攻おいて，例年実施し
ている大学院進学を勧
める講演会などの機会
の効果の検証が必要で
ある。

 大学院進学を勧める
講演会の参加者と進学
者数の間の相関の有無
についての実態調査を
行う。
 学内対象者に対して
は、今まで以上に低学
年から修了生に対する
社会の期待や大学院進
学のメリットを強く紹
介し、学生自身のキャ
リア構築を促す。
 専攻によっては、受
験者確保するために学
外に対して、入学案内
や専攻案内などを配信
する。

＜博士後期課程＞
収容定員110名に対し，2017年度の在籍学生数は54名であり，収容定
員に対する在籍学生数比率は0.49と低い水準で推移しており，定員
を充足させる方策の策定が急がれる。
　また，専攻別にみると次のとおりであり，機械工学専攻及び数学
専攻，物理学専攻が特に未充足である。
　専攻名 収容定員（名），在籍学生数（名），比率（倍）
　電気工学専攻　　 18，13，0.72
　機械工学専攻　　 21， 4，0.19
　建築・都市学専攻  7， 5，0.71
　応用化学専攻　　 15，10，0.67
　情報科学専攻　　  3,  4, 1.33
　数学専攻　　　　  3,  2, 0.66
　物理学専攻　　　  3， 0, 0.00
　基礎理工学専攻　 20,  3, 0.15
　新領域創造専攻　 10,  2, 0.20

定員に対する在籍学生数の過剰・未充足に関する対応

b ◎現状と対応状況
【約２００字】

　2017年度博士前期課程入学者は入学定員に対して0.96倍に達して
いる。また，博士後期課程については，定員未充足である。



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価

（４）学生募集及び入学者選抜は，学生の受入れ方針に基づき，公正かつ適切に実施されているかについて，定期的に検証を行っているか

a ●学生の受入れの適切性を検証するに当た
り，責任主体・組織，権限，手続きを明確
にしているか。また，その検証プロセスを
適切に機能させ，改善につなげているか。
【４００字】

　入学者の受入方針は，自己点検・評価委員会で検討を行い，加
筆・修正が必要な場合は執行部会で議論し，さらに「入試委員会」
「総務委員会」で審議し，「理工学部・理工学研究科合同教授会」
において承認している。
　入試制度の検証については，各専攻の選抜結果に対し，2015年度
は入試実施時期にあわせて３回にわたり合同教授会にて審議を行
い，適正であることを確認した。入学試験の公正さを保つための仕
組みについては，入試委員会にて議論を続ける。
 入学試験実施に関する要領は，４月中旬に「入学試験問題作成・管
理等に関する業務体制」を入試委員会で提示し，周知している。７
月，８月，２月の入試の実施要領については，各入試実施前に開催
される入試委員会において承認される。
　入学試験を確実に実施するための改善の方針として，業務の煩雑
さによる間違いが発生しないように，書類の種類を削減を心掛けて
いる。
　2016年度「学びに関するアンケート」では，95.7%が志望する研究
科に入学できたと回答しており，目的の研究科に入学できているこ
とが読み取れる。



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準６ 学生支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生支援に関する方針を定め，学生への修学支援は適切に行われているか

a ●修学支援に関する方針を，理念・目的，
入学者の傾向等の特性を踏まえながら定め
ているか。また，その方針を教職員で共有
しているか。
【約２００字】

　修学支援に関する方針，組織はないのが現状であるが，ｂ項のと
おりの仕組みで修学支援を実施している。

① 留籍者については，研究指導担当教員の指導のもと，修了に向けた
準備を行っている他，適宜職員による相談を行っている。休学・退学
者に関しては，指導教員の承認を必要とすることで休学・退学理由だ
けでなく面談等を行いながら学生の現状把握を行っている。また，留
籍者や休学者及び退学者に関して教学委員会及び教授会においても確
認・検証している。
理工学研究科の経済的支援として，主に以下の奨学金がある。
・明治大学大学院研究奨励奨学金
・日本学生支援機構奨学金
・明大私費外国人留学生奨学金
・民間・地方公共団体奨学金
　学業に積極的に取り組む学生の学習を経済的に手助けしている。
研究成果の発表の場として国内外の学会等での発表に対しては助成を
行っており，学生が研究成果を実感出来る取組を推進している。2016
年度は，博士前期課程における学会研究発表助成件数は，国内326件海
外102件である。博士後期課程における学会研究発表助成件数は，国内
６件海外18件である。

② 現状では対象となる学生がいない。対象となる学生が発生した場合
は全学的な制度を活用し,対応出来る体制を構築している。

③ 主に全学的な制度を活用して対応している。理工学研究科では主に
英語コースで受入れをおこなう研究科間協定による交換留学につい
て，英語でのオリエンテーション実施や履修指導等の個別対応を実施
している。

④ 理工学研究科では学生の研究室滞在時間が長いため，主に研究指導
教員が学生のニーズを把握している。必要に応じて制度や運営方法の
改革・改善を提案し，教学委員会及び教授会において確認・検証して
いる。加えて全学的な制度も積極的に活用している。

●方針に沿って，修学支援のための仕組み
や組織体制を整備し，適切に運用している
か。
　○留年者，休退学者の状況把握と対応
　○障がいのある学生に対する対応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援の適切性の確認
【約４００字～８００字程度】

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価

b

発展計画

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準６ 学生支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）進路支援に関する方針を定め，学生への支援は適切に行われているか。

a ●進路支援に関する方針を，理念・目的，
入学者の傾向等の特性を踏まえながら定め
ているか。また，その方針を教職員で共有
しているか。
【約２００字】

　就職・キャリア支援活動として各専攻が関連する業界から企業の
方を招聘し公開講座を開講している。また，理工学研究科独自にも
就職キャリア支援講座を年２回開催している。

　生田キャンパスでは，まず，理工学部，農学部それぞれ就職指導
（担当）委員会がおかれ，各学科・専攻から選出された委員と生田
就職キャリア支援事務室と伴に年間４回の会議が開かれ，情報交換
がなされ各学科・専攻にフィードバックされている。また同委員会
で議論された内容に従い，生田キャンパスでは，10月初旬の就職・
進路ガイダンス(参加者約1800人)を皮切りに，各種就職支援講座，
講演会，工場・事業所見学会(参加者約240人)，コンピテンシー診断
(参加者約1800人)，エントリーシート対策講座(参加者約1,150人)，
グループディスカッション講座，筆記試験対策テスト，就職適性検
査，「ＳＰＩ２講座」ＷＥＢテスト模擬試験説明会，個人・集団面
接対策講座，就職活動体験報告会等々，約30項目に及ぶ支援行事を
行っている。

　さらに12月初旬から３月までの期間には，業界研究会，学内企業
セミナー，ＯＢ・ＯＧ懇談会等が330件以上実施されるとともに(延
べ参加者約12,000人)，１月末には就職活動ガイダンスが学科ごとに
開催され，具体的な就職活動指針，推薦応募等の手続きなどについ
て説明している。
　博士後期過程への進学指導は組織的には行っていないが，進学希
望者には指導教員が相談を受け，個別指導を行っている。

b ◎学生の進路選択に関わるガイダンスを実
施するほか，キャリアセンター等の設置，
キャリア形成支援教育の実施等，組織的・
体系的な指導・助言に必要な体制を整備し
ていること。
【約４００字～８００字】



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準１０ 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，その結果を公表することで社会に対する説明責任を果たしているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，公表
していること。
【約４００字】

　本学部における自己点検・評価は，自己点検・評価委員会で行っ
ている。委員会は，合同教授会で選出された委員長と担当教務主
任，各学科及び各専攻（系）から推薦された委員（重複を含む），
さらに総合文化教室から推薦された委員で構成している。2016年度
は，２回開催した。2014年度理工学研究科自己点検・評価報告書を
明治大学ホームページで公表している。

 （２） 内部質保証システムに関するシステムを整備し，適切に機能させているか
●内部質保証の方針と手続を明確にしてい
ること。
●内部質保証をつかさどる諸組織（評価結
果を改善）を整備していること
【８００字～１０００字程度】

　本学部の内部質保証の方針は，実績の評価については「自己点
検・評価委員会」に，教育活動への反映は各運営に関する委員会が
担うこととしている。自己点検・評価委員会は，点検・評価結果か
ら改善方策を策定し学部長に報告するものであり，各運営に関する
委員会は学部長・学部執行部の決定した方針に基づき審議を行い，
各種改善方策の実施にあたる。この内部質保証の方針は，2004年２
月17日の教授会において学部専門委員会に関する内規の改正が合意
されて以降，実施されている。
　日常的な課題に対する改善策は，学部長・教務主任・大学院委員
で構成する執行部において立案し，各種専門委員会，総務委員会，
合同教授会の審議を経て実行に移している。年間の点検・評価は
「運営に関する委員会」，「その他委員会」とは独立した合同教授
会の専門委員会である自己点検・評価委員会が行うシステムとなっ
ている。
　なお，各委員会は内規の定めにより活動内容を教授会において報
告している。

●自己点検・評価の結果が改革・改善につ
ながっていること
●文部科学省や認証評価機関からの指摘事
項に対応していること

　2014年度大学評価（認証評価）結果において努力課題とされた以
下の事項について，執行部会・教学委員会でコースワーク科目の実
施時期・内容について議論し, 開講を決定した。
　努力課題101「理工学研究科博士後期課程において，リサーチワー
クにコースワークを適切に組み合わせたカリキュラムとはいえなの
で，課程制大学院制度の趣旨に照らして，同課程にふさわい教育内
容を提供するよう改善が望まれる。」

a

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。



 2016年度 理工学研究科 自己点検・評価報告書

基準１０ 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理
由

F列の現状から記述

改善を要する点・理由
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

●学外者の意見を取り入れていること 　研究における内部保障活動の一環として，「人を対象とした実
験」，「動物実験」，「遺伝子組替え実験」の実施方法・安全倫理
に関する考え方について，聖マリアンナ医科大学から指導を仰ぎ，
本研究科における当該研究実施体制について執行部会・該当教員と
意見交換を行った。これらの結果は，研究委員会で審議し，実際の
研究活動に反映させている。

　学部と一体で, 外部評価を継続的に実施しているが，2016年度は
機械工学専攻を構成している機械工学系と機械情報工学系がＪＡＢ
ＥＥの審査を受け，外部からの教育の実施体制について評価を受け
ている。審査で指摘を受けた事項に関しては，各系において課題を
認識し，改善するための具体的な対策を議論している。

　ＪＡＢＥＥによる外
部評価は教育の実施体
制に対するもので，研
究の実施体制に対する
ものではない。研究活
動や成果の評価に関し
ては，別途外部識者に
よる評価の実施が必要
である。

 ＦＤ委員会におい
て，2017年度に外部審
査を実施する学科を決
めている。理工学研究
は学部と一体で運営し
ているので，学科の外
部評価は研究科の評価
も伴う。予算の都合全
学科の実施はできない
が，年度毎に実施学科
を決めて外部評価を継
続的に行う。

a


